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Lineariもy andFluctuation"pと云 う主テーマで開かれた. 関西外か
らの参加者は28名で京都,大阪在任者は20- 28名の参加者を得て,総




5月 27日 (月1第 1日
10.80- 12.00-真 木 和 美 氏 講義t超伝導体に於け る秩序慶の
fLuctnaもion-.typeI嘩伝導体"
15.50_I.-乍5,DD 同 上 q'- type荘超伝導体 とHeⅡと超伝
導に於ける解明された点上未解決の問
題点 "並びに講義に対ずる討論
15.50- 1占.15 西 山 敏 之 氏 研究発表 qBore気体の相転移 "
16.15-17.50 三 沢 節 夫 氏 . ク "Fermi粒子系に於ける一つ
の非線型 "
5月 28日 (火)第 2日
9.50- 12.00 伊豆山健夫 氏 講義 ttFerromagnetlC Ferml
Liquidn
15.50- 15.0-0 久 保 亮 五 氏 蜂別韓義 tFlucituatlOn-DISSip-
ation定理についての renarks"
15.50- 17.0ロ 川崎 辰 夫 氏 講義 "Non-Linearity andFluc-
ttLation ln LaserAcも10n'
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宗 田 敏 雄
5月 29日 (水)第 5日
950-10.00 伊豆山健夫 氏 tFerromag皿etlCFerm1Llquid
における解明された点 tA未解決の問題
点" と彼の講義に対す る討論{･lー､
10.00-12.00 西 川 恭 治 氏 線義 t-Non-LinearityandFl.u-
ctuationinPlasma～
15.50-14,50 同 上三･と講義に対す る討論
14･50-15･00 松 原 武 生 氏 研究発表 tMobility oflmpurPy
conduOtiOnn
15,口0- 15,45 和 田 靖 氏 研究発表 tHall効果の話"
全 5日間を通して,世話人の代襲 である沢田寛郎氏が座長な行っ∴たO∴率務
担当の方 としては,各講義を出来 るだけ,そのまま物性研動 二再現 し葦くお
願いをしたが ,西川恭治氏触多忙の為,アブス トテク トに近い形でしか再現
出来ないことは残念であったo以下に講義ノ- 卜を掲載 し`てあるが,･,研男発
表の方も話の大体の内容をまとめて頂いたので収録 した｡ 研究会の模様を生
々と描写す る為に各日の感想印象記を講義 ノ- トや,研究発表のアブス トラ
ク トの後には さんだOお顔いした方は
第 1日午後の感想 和 田 靖 氏
第 2日 目の 感 想 阿 部 竜 蔚 氏
第 5日 目の 感 想 高 野 文 彦 氏
であるので,ここに感謝の意を表します｡また,久保先生の梅別講義は,世
話人の方か ら樽別にお顔いをしたものですが,物性研究の同先生の講義や,
スコッ トラン ド･サマースク-ルの講義ノー トや,日米低温ゼ ミナ-のプロ
VTディングに現われてお り,人口に謄泉 (かいLや)しているので割愛さ
せて頂きますO
この研究会は広範目酎二渡 る問題の review と,解明 された点や未解決の問
題点の整理がなされ,これ らについての討論が大いに行われ,通常狭いテ-
マに閉 じこもりがちな研究者に大きい窓口を開げた効果があった様に思 う｡
今回の多体問題研究会のあり方には,予算審議の時かな り批判があったが,
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多体問題研究会 (第ろ回)の戟告
予算のきまった後,世話人全員が集っで協議をし,公回のテーマにしぼった
のと,各講義の講師に秀れた研究者であり,明断な reviewerの招待を-漢
め,それに成功したので,研究会としてはかなり有意義であったと思う｡多
体問題の研究会は長期的効果を目ぎしており,参加者に広い範囲の共通の問
噸点提期や,:濁干しい領域を開拓する刺戟を与え,現代までに解っていること
や,未解決な点を明らかにして,中堅研究者層に,良き研究会とも勉強会に
なったと思う｡
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